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Ⅰ　20春闘官民共同行動基本方針
2009年以来の「官民共同行動」を軸とした春闘を今年も展開します。2020春闘に向けても「官民共同行動実行委員会」（東京国公、全国一般東京地本、金属反合理化闘争実行委員会、全印総連東京、千代田区労連等によって構成）を軸に、以下の方針で官民の共同による闘いを強化し、広げます。
２、基本要求と課題
（１）これまで取り組んできた官民共同行動の視点＝国民・住民要求も掲げつつ、官民の要
求実現、とりわけ実質賃金の引き上げに向けて共同して闘うことを重視します。
　　　賃金引上げの課題では、各産別と単組の独自の闘いを相互に学びあい、励ましあい、連帯して闘うこととあわせて、①時給1,500を要求の基本として掲げつつ、直ちに時給1,000円以上の全国一律最賃制度を確立させる。国公労働者の初任給が最賃を割っている状況を是正させる、②大企業の巨大な内部留保を労働者の賃金引上げと下請け単価引上げに活用させる、③春闘での大幅賃金引上げ闘争と人事院勧告を結合して闘い展開する。④非正規労働者の労働条件を大幅に改善させる、⑤公務公共サービスの拡充と人員増の闘いを官民共同の闘いに発展させる、以上の課題を共通闘争課題とします。
（２）国民的課題という点では平和、民主主義、国民主権（とりわけ行政の私物化、税の私物化、官僚側の忖度行政を許さない闘いの重視）を守り、その根幹にかかわる憲法を守るために、積極的役割を果たします。とりわけ「改憲提案」廃止を目指し奮闘します。
経済問題では「アベノミクス中止」「消費税5％に減税」「ＴＰＰからの離脱」、「社会保障と税の一体『改革』反対」「税制の抜本改正」「手厚い中小事業対策の確立」等々での共同を広げます。
（３）賃金以外でも労働者の独自の課題として、真の働き方改革の確立（同一労働同一賃金の確立、長時間残業の縮減、非正規労働者の労働条件改善等）、公務員人件費削減反対、公務員労働者の労働基本権のすみやかな回復、国務公共サービスの拡充、解雇・雇い止め・賃金差別等の争議への支援（社保庁分限免職、民事法務闘争支援、ＪＡＬ、ＩＢＭ等を中心に）なども、20春闘官民共同行動の共通闘争課題とします。
（４）参加組織や参加労働者を広げ、首都東京の中心部、千代田、中央から「官民共同行動」を大きく展開する。
（５）行動面では宣伝、各省（人事院、財務省、厚労省、中小企業庁を含む）要請、経営者との懇談・要請、ストライキ支援、霞ヶ関デモ、各種集会等々を積極的に実施します。
（６）千代田総行動、ＭＩＣ総行動とも連携と取り、相互支援の立場を維持する。

２、基本行動　
（１）昨年同様、３回の行動を設定し、今の取り組みを実施します。
　　①第一弾は宣伝。（争議支援）を中心に展開します。宣伝では公務員賃金引上げ、全国一律最賃制度の確立と最賃引き上げ（時給1500円）、「大企業は内部留保をはき出せ」、労働法制改悪反対、公務員の労働基本権回復、公務公共サービスの拡充等の大宣伝を実施します。また虎ノ門・内幸町、銀座・有楽町版ビクトリーマップ作成を追求する。
　　②都民的課題となっている築地での宣伝を引き続き実施し、ＴＰＰ問題も絡めて農民団体、消費者団体、民主団体等にも参加を呼びかけます。☚検討課題（築地問題に変え、最賃、残業、非正規など「真の働き方改革」と国民生活防衛（社会保障、消費税、税制等）
　　③争議の点では社保庁分限解雇撤回、民事法務労組支援、日本航空・ＩＢＭ解雇撤回を
迫る宣伝を展開します。☚検討課題
　④第二弾は霞が関デモをメインに、宣伝行動の他、各省交渉、（可能な限り国会議員要請を配置したい）を実施します。経営者との懇談や交渉には公務労働者も加わり闘いを強化します。
　⑤第三弾はＪＭＩＴＵ総行動に呼応し、東京春闘共闘とも歩調を合わせ、働き方改革の課題を中心に、厚労省交渉や国会請願デモを実施する、
（２）第一弾の行動の前に、2011年より実施されている「官民共同行動」前夜祭（学習＆交流）を実施します。☚内容の検討　前夜祭は要検討

（３）最賃、アベノミクス、公務員労働基本権、労働法制、（国民の安全安心に関って）国務の役割等々の学習を重視します。東京春闘共闘等、関係団体主催の学習会にも官民共同行動実行委員会として、積極的に参加します。





Ⅱ　具体的行動
４ページ以下の囲みは昨年の内容

1、 前夜祭の内容の検討　
*前夜祭に代えての企画は？
❶ボローニアでの幹部交流会
❷学習会「働き方改革」（最賃・同一労働同一賃金など）
❸その他
２、行動第一弾　2020年2月27日（水）☚確定
➀ＩＢＭ前行動　
　　　　　②銀座４丁目は争議中心だったが・・・・以下の内容で進める
　　　　　　検討　最賃、大企業内部留保、実効ある同一労働同一賃金、
　　　　　　　　　非正規問題を中心、国民生活防衛の課題
　　　　　➂西新橋１丁目交差点は最賃、大企業内部留保、実効ある同一労働
同一賃金、非正規問題に加えて安全・安心を守る公務の拡充

３、行動第二弾　2020年3月12日（水）☚確定
➀虎ノ門交差点又は西新橋１丁目交差点又は人事院・厚労省前
　　　　　　　＊東京国公としては、人事院・厚労省前でと要望した。
宣伝内容を「大企業内部留保、実効ある同一労働同一賃金、非正規問題に加えて安全・安心を守る公務の拡充」に加えて、霞が関の残業問題、働き方改革を訴える。
　　　　　　➂霞が関デモ
④省庁要請　人事院、厚労省、（　　　　）
―若者の参加をどう増やすか―
４、官民共同行動第3弾行動　2019年4月15日　☚確定
　　JMITUの取組に呼応する

5、官民共同行動第4弾行動　2019年3月下旬４月下旬　☚確定
国民の安全安心を守る、公務公共サービス拡充問題での学習会
官民共同行動実行委員会、東京国公、関東ブロック国公との共同主催
☝官民共同行動の分担金15万（納入済み）の他このために3万～5万円
の支出予定をしたいが、、、、。

以上に内容でよいか再確認
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